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柱であるベーコン＝ニュートン科学に関する直接的な  

批判，である。   

本書はウオーラーステインがついに現代を語ったも  

のである，と評価するべきであろう。著者はこれまで  

歴史的事実に対して常に新しい解釈を提供してきたと  

いえようが，本書，そして本書と同時期に発表された  

『脱＝社会科学Ⅳ乃鋸乃鳥ね5〃CgαJ5亡ん邪Cβ』（ウオーラー  

ステイン，1993）とをみてみると，その歴史的分析は  

すべてこの現代の危機に対処するための前段階である  

と理解できる。こうした意味で，本書は重要な問題を  

論じているのである。   

まず彼の主張に沿って，この近代世界システムの今  

日的状況を概観してみよう。著者の学説に影響を与え  

ているものといえば，以下の二つであることは周知の  

ことである。まず第一に，個々の歴史的事件より，長  

期的に持続する性質を重視し，歴史的時間を三つのレ  

ベルに分類したフエルナン・ブローデル。そして一国  

を単位とする経済分析を批判し，現代における第三世  

界諸国の低開発たる原因を先進資本主義諸国の成功へ  

と求め，資本主義分析を世界スケールに拡張した「従  

属理論」，この二つである。   

著書によれば，資本主義世界経済は今日，中期的観  

点からみれば，コンドラチェフの景気循環波動説のい  

うB局面に当たっており，下降傾向にある。それは17  

世紀末のオランダ，19世紀末のイギリスの覇権の終了  

と並んでアメリカの覇権が終わりを告げようとしてい  

るのだという。また長期的観点からみれば，1500年以  

来拡大を続けてきた資本主義世界経済という近代世界  

システムが初めて直面している構造的危機の状況にあ  

るという。多くの者はこの危機に対して，短期的な観  

点のみで対応をしようとするのだが，歴史的経験から  

こうした短期的な観点のみの対応を戒める。著者に  

とって，「危機」とは「ある稀な状況を指す時に」（p．  

176）用いている概念にすぎず，「その危機は構造的な  

ものであり，善悪ではない」（p，186）という。一方中  

期的観点のみから言えば，アメリカに対して二つの継  

承候補国として日本と西欧が挙げられ，日本が勝者で  

あろうと予測することもできるが，長期的観点を考慮  

するとそうした結論は早急であるという。今日の状況  

は，既に述べたように構造的な危機に直面しており，  

この現在の世界システムが，別個の一つ，もしくは複  

数の史的システムに転換してゆく可能性のある時期で  

あるという。そうした移行期における「秩序の崩壊は，  

同時にイデオロギーの崩壊でもある」（p．86）のであり，  

よって政治経済の構造分析のみでは不十分なのである。  

アメリカの花道一湾岸戦争をめぐって（1991年，特   

別寄稿）   

はじめに－1980年代の教訓（1990年）  

第Ⅰ部：地政学－ポスト・アメリカの世界   

第1章 衰退する北大西洋主義（1982年）   

第2章 レーガンの疑似革命（1987年）   

第3章 日本と世界システムの将来の軌道（1987年）   

第4章 欧州の統合と国家間システムヘの含意  

（1988年）   

第5章1968年（1988年）   

第6章 マルクス，マルクス・レーニン主義，近代  

世界システムにおける社会主義の経験  

（1989年）   

第7章 プラント報告（1981年）   

第8章 世界システムにおける危機の類型分析  

（1984年）   

第9章 資本主義世界経済－その中期的展望（1988  

年）  

第［部：地政文化一地政学の内面   

第10華 氏族的・国際的アイデンイティティと国家  

間システム（ピーター・P．フィリップスと  

の共著，1985年）   

第11章 近代世界システムのイデオロギー闘争の場  

としてみた文化（1989年）   

第12華 氏族性と普遍性（1989年）   

第13章「南部」の文化が意味するもの（1988年）   

第14章 文明としての近代世界システム（1984年）   

第15章 蘇る文明への関心（1987年）   

構成からも分かるように本書は「地政学」に関わる  

第Ⅰ部と，「地政文化」に関わる第［部とに分かれてい  

る。そしてとりわけ，第［部に力点が置かれているよ  

うにも思われる。第Ⅰ部はその前段階としての世界シ  

ステム分析の説明と捉えてよかろう。よってここでも  

第［部を中心に論じることにする。   

そのためにも，著者自身の「地政文化」に関する定  

義づけについてまず触れておく。地政文化とは地政学  

とのアナロジーに従って用いられており，「世界システ  

ムが作動する文化的枠組み」（p．36）を意味している。  

地政文化に関しては三つの課題が提示されており，そ  

れぞれ①経済・政治の形式を変えることで世界を変革  

する方法は有効でなかったとし，「文化」に新たに知的  

焦点を当てること，②普遍性の仮面に隠れた人種差別  

主義，性差別主義が，政治との関連性において反普遍  

主義闘争を生む原因になったこと，③「新科学」をめ  

ぐるものであり，近代世界システムの最も古い知的支  

－48 －   
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「マイノリティ集団」の存在，そしてエリ∵ト文化と大  

衆文化との対抗関係が指摘される。しかしながら，そ  

うした文化抵抗は多くの場合組織的・計画的であり，  

政治抵抗運動と同様の自己矛盾に陥っている。むしろ  

世界の強者連は文化抵抗それ自体を商品化し，その私  

的な領域を半公的なものに転換してしまう。また一方  

の「個人主義的」文化抵抗は，当然のことながら組織  

力を持たない。こうした矛盾の結果，近年においては  

「科学」と並行した普遍主義が優勢となっている。それ  

は巧みにも，「独自なるものを経由して普遍的なものに  

至る」（p．313）のである。この間題に対する著者の態  

度は慎重であるが，「世界文化」も「独自文化」も解決  

にはならないという。我々の世界に「長期の平衡状態  

などは本来ありえない」（p．315）のである。   

第13章は，アメリカ「南部」についてのいくつかの  

言説を通じて，再び「文化」の語義の追及を行ってい  

る。南部諸州は否定的にも肯定的にもある意味で他者  

を表象しており，そこで文化という概念は，南部を一  

つの社会類型として構成する役割を果たしてきた。あ  

らゆる史的システムにも組織があり，組織に対応して  

システムを総合的に作動させるルール，規範，価値体  

系があり，何らかの形で逸脱を部分的に押さえ込む役  

割を果たす。まさに「南部」は南北戦争によってアメ  

リカ合衆国の一部になったのである。本章に関しては，  

シルク・シルク（1992）が具体例を提供してくれる。し  

かしながら，そうした封じ込めの一方で，反システム  

運動としての多くの「文化」が生まれ，「独自主義」の  

復活が促されると予測されている。   

第14章では，「文化」に代わって「文明」という語に  

焦点が当てられる。まずは「文明」の二つの語義とし  

ての単数形と複数形につし－て説明されろ。単数形の文  

明は「人間をより「開花」してゆくプロセス」（p．340）  

として，普遍的なものとして説明される。日本語の  

「文化」も，この意味における「文明開化」として大正  

期に多く用いられたのである（西川，1993）。複数形は  

複数の文明の共存を「中立的」に認める相対主義的な  

概念である。単数形は「「合理的で経験的な科学」の知  

的勝利の表われ」（p，342）として，近代世界システム  

の拡張に大いに貢献してきた。それに対し，「複数形は  

まさに資本主義世界経済に対する反システム運動」（p．  

353）として機能してきたのである。しかしながら，こ  

こまで何度も主張してきたように・相対主義闇族主  

義としての反システム運動も世界システムの噂変には  

至っていない。ここで著者は三つの可能性を提示する。  

第一が1500年以前の状態への回帰であるが，これはあ  

りえそうにない。別の二つの可能性は，現在の史的シ  

ステムの改変であり，可能性は高いという。しかしど  

のような未来が望ましいのであろうか。その一つが，  

過去に経験してきたシステムと，同様の階層的な不平等  

システムである。これは極めて現実的である。もう一  

つの未来は，これまでの多くの者が夢見てきた，平等  

で民主的なシステムである。そのどちらを我々′が目指  

すべきかという議論においては，技術的なプロセスと  

同時に，意識的なプロセスの分析が必要である。しか  

しながら著者は，未来に対する適切な回答を出すこと  

は誰にも不可能であるという。こうした問題は個人の  

洞察力の問題ではなく，反システム運動という社会的  

実践の問題であるという。システム論に依拠する著者  

にとっては，未来は不確定なものであり，我々の前進  

は慎重であるべきなのである。   

最終章においても，続けて文明論が展開される。や  

はりここでも普遍主義と人間主義論との論争が指摘さ  

れるが，この論争の今日的意味は，「普遍主義への挑戦  

が科学の内部から，科学的根拠に立って，仕掛けられ  

ている点」（p．369）にあるという。それは主としてプ  

リゴジンの議論に依拠している。こうした意味におい  

て，ニュー トン流の発想である文明・単数形に村して，  

文明・複数形はプリゴジン流の発想ということになる。  

しかしここでいう文明・複数形は，「過去に対する現代  

の権利主張」（p．372）として定義される概念であり，  

著者は興隆し，没落したのは文明ではなく，世界帝国  

であったと主張する。現行の資本主義世界経済が今日  

分岐点に近づきつつあり，世界システムにおいて，文  

明上の権利主張が政治的に再生し，史的社会科学が  

「文明」概念に関心を抱いているという状況において，  

我々の集団としての行動がきわめて重要であるという。  

しかし，些細なインプットとしての我々の行動が，ア  

ウトプットの大きな変化をもたらす可能性があるとい  

う意味において，我々の行動は慎重でなければならな  

い，ということになる。「過去の史的システムの機能態  

様を，直線運行型の普遍主義という歪んだレンズを通  

さずに追求することが，闘争の必須の要素であると言  

いうるであろう。」（pp．374－375）と著者は結んでいる。   

評者には本書の正当な評価はできないが，Taylor  

（1993）が指摘するように，いくつかの問題点が存在す  

る。まずエッセイの再収録ということもあり反復が多  

いこと，そして看過することのできない核戦争や環境  

問題といった事例を扱っていないこと，そして結局，  

文化や文明といった概念の有効性や，両者の関連が明  

確にされていない，といった点である。しかしながら，  
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